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色情報に基づく初期選択が文字探索に関連する

事象関連電位に及ぼす影響1)
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Event-relatedbrainpotentialsinalettersearchtaskcombinedwithselectionbycolor

MakotoMiyatam

Thisstudyinvestigatedtheeffectsofdisplayloadontheevent-relatedbrainpotentials(ERPs)

intwodifferentvisuallettersearchtasks.ERPswererecordedfromeightnormaladult

participants,whentheywererequiredtojudgeifahorizontalarrayofsixcolored(redorgreen)

alphabetscontainedtargetletters.Memorysetalwaysconsistedoftwoalphabets.Inonetask,

participantswererequiredtorespondtotheteststimuluscontainingatargetletterregardlessof

itscolor.Inanothertask,aresponsewasmadeonlywhentheteststimuluscontainingatarget

letterwaspresentedinapreviouslydefinedcolor.Inbothtasks,displayloadwasmanipulatedby

theinstructiononthepositioninanarraywhereatargetwouldappear.Inasimplesearchtask,

theincreaseofdisplayloadcausedthenegativeshiftofERPsbetween300-600mspost-stimulus.

Thisnegativitywasdominantovercentral,parietal,andposteriortemporalscalp.Inasearchtask

combinedwithselectionbycolor,displayloadalsoresultedintheenhancementofthenegativity,

butitslatencyandtopographydifferedfromthoseinasimplesearchtask.Negativeshifts

appearedabout400msafterstimulusonset,andhadamorefrontalandcentraldistribution.

Topographicdifferencesofthesenegativitiesbetweentwotaskssuggestthatatleasttwodifferent

systemsareinvolvedinvisualsearchtasks,andthatthefunctionalorganizationofthesesystems

couldchangeaccordingtothetaskrequirement.Indiscussion,atentativelinkagebetweenthese

ERPchangesandtwoslavesystemsofworkingmemorywasproposed.
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文字刺激を用いた視覚探索課題を遂行中に事象関連

電位(ERP)を記録すると、課題の視覚負荷(探索の

対象となる刺激の数によって決まる課題の難易度)に

伴う系統的な電位変化を記録することができる。例え

ば、複数のアルファベットを横一列に配置したものを

テスト刺激とし、そのどこに標的文字が出現するかを

あらかじめ教えることで、視覚負荷を操作できる。高

負荷条件(文字列のどこに標的が出るかわからない)

のERPは、低負荷条件(標的は必ず文字列の中央に

出現する)のERPに比べ、刺激後250-400 ms前後

から陰性方向にシフトし始め、その差は数百ミリ秒持

続する。この視覚負荷効果(以後,便宜的にSN波,

Search Negativityと呼ぶ)の頭皮上分布は研究間で異

potential, Display load, Working memory

ワーキングメモリ

なり、 (1)後頭部から後部側頭部にかけて大きなSN波

が出現し、中心部や前頚部のERPにはあまり変化が

ないとする報告(宮谷, 1992 ; Ritter, Simson, &

Vaughan,　、 (2)中心部でも後頭部と同程度のSN

波を記録した報告(宮谷・前堂・赤井, 1994;

Wijers, Okita, Mulder, Mulder, Lorist, Poiesz, &

Scheffers, 1987)、および(3)中心部から前頭部にかけ

て後部領域よりも大きなSN波を観察した報告(富谷,

1998)がある。

ERP成分の頭皮上分布の違いやその時間経過は、

課題遂行にかかわる神経ネットワークの機能的パター

ンの違いを推測する手がかりとなる(Gevins & Cutillo,

1993 ; Ruchkin, Canoune, Johnson, & Ritter, 1995)c
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sN波の頭皮上分布の違いを決定する要因を明確にで

きれば、視覚探索を支える心理的諸過程の種類やその

その相互関係について、新たな知見がもたらされるで

あろう。本研究では、上記の(2)と(3)の違いを取り上げ

・^1一

宮谷他(1994)と富谷(1998)を比較すると、 sN

波の振幅がCzで最大となる点は同じであるが、前者

では前頭部(Fz)にはほとんど負荷効果が出現しな

いのに対し、後者のSN波は頭頂部　pz　よりもFz

で大きい。 2つの研究の手続きで最も大きく違うのは、

富谷他(1994)では、単純な文字探索課題(例えばB

とⅩが標的)を実施し,ているのに対し、富谷(1998)

の課題は、標的が文字の色と形の組み合わせによって

定義されている(赤いBとⅩ)点である。標的の選定

方法は、視覚探索課題の遂行成績に影響する要因の一

つである。例えば、標的と非標的が、色や線分の方向

など単一の視覚的特徴だけで区別できる条件では、標

的の検出時間は視覚負荷の影響を受けない。ところが、

標的が複数の特徴の組み合わせで定義される条件では、

視覚負荷が大きいほど標的検出時間は延長する

(Treisman & Gelade, 1980)。本研究は、単純な文字

探索課題と色選択と組み合わせた複合的文字探索課題

とで、 SN波の頭皮上分布が異なるかどうかを、同一

被験者で検討することを第1の目的とした。

宮谷他1994)や宮谷(1998)では、アルファベッ

ト5文字のテスト刺激を用いて、中央の1文字のみに

注目させる条件(pl条件)、両端の2文字に注目させ

る条件(p2条件)、および全ての文字に注目させる条件

(p5条件)のERPを比較している。しかし、この方法

だと、 pl条件とp2、 P5条件では、探索対象の数と

同時に、空間的注意の範囲が異なっており、条件問の

ERPの違いが、そのどちらを反映しているのかが明

確でない。そこで本研究では、アルファベット6文字

を横一列に並べたものをテスト刺激とし、視覚負荷条

件として、中央の2文字に注目(C2 、両端の2文字に

注目(P2)、および6文字すべてに注目(P6)、の3条

件を設定した。 C2-P2条件の比較で空間的注意の範

囲の効果を、 p2-P6条件の比較で探索対象数の効果

を評価できると考えた。

方　　法

参加者　視力(矯正視力を含む)の正常な20-27歳

の成人8名(男性2名,女性6名)が実験に参加した。

全員が右手利きであった。

刺激と装置　パソコン用CRT (MF-8621,飯山電機)

に、アルファツト6文字を横一列に並べて呈示した。

各文字の大きさは視角で0.7度×0.7度(観察距離,約

77cm 、文字列全体の横幅は、約4.3度であった。刺激

は、黒い背景上に緑色、または赤色で呈示した。 6文

字全てを同じ色で呈示した。

C、 G、 U、 Ⅴを除くアルファベットからランダム

に2文字を選び、記憶セットとした。テスト刺激は、

それ以外のアルファベットから異なる6文字をランダ

ムに選んだ。テスト刺激が標的刺激の場合には、 6文

字のどれかを記憶セット内の1文字と交換した。どの

文字が選ばれるかは、ランダムとした。

各テスト刺激の呈示時間を300ms、呈示時間間隔

SOA　を1700-2000msの範囲でランダムとして、

192刺激を連続して呈示した。刺激の呈示と反応の取

り込みにはパソコン(PC-9801RA2, NEC)を用い、

その時間的制御には、吉田(1994)のタイマープログ

ラムを用いた。

課題と条件　単純な文字探索課題と、色に基づく選

択と文字探索を組み合わせた複合探索課題を実施した。

単純探索課題では、参加者は、テスト刺激の色を無視

して、あらかじめ記憶した2文字のどちらかが呈示さ

れたら、手もとのスイッチを押して反応した。標的刺

激の呈示確率は25%とした。テスト刺激は緑色あるい

は赤色でランダムかつ等確率に里示した。複合探索課

題では、被験者は、覚えた文字があらかじめ指定され

た色で里示された場合(注目色標的刺激,以後AT刺

激,呈示確率は12.5%)にスイッチを押して反応した。

テスト刺激が、注目色ではあるが標的文字が含まれて

いない場合(注目色非標的刺激, AN刺激　37.E　、

標的文字は含まれているが注目色でない場合(無視色

標的刺激, IT刺激, 12.5%)、および無視色で標的

文字も含まない場合(無視色非標的刺激, IN刺激,

o/.・_　　には、何も反応しなかった。種類の異なる刺

激の呈示順序はランダムとした。ただし、各課題で反

応すべき刺激は、各実験系列の最初の3試行には呈示

せず、また連続して出現しないようにした。

単純探索課題、複合探索課題ともに、視覚負荷につ

いて3条件(C2, P2, P6)を設定した。標的文字は、

C2条件では必ず文字列中央の2文字のどちらかに、

p2条件では両端の2文字のどちらかに、 P6条件では

6つの場所のどこかに出現した。標的文字の呈示位置

は、ランダムかつ等確率になるよう設定した。

試行中は、文字列中央位置の上下に長さ0.7度の水

平線分(間隔は約1度)を常に呈示し、それに挟まれ

た領域を凝視位置とした。参加者には、凝視位置から

眼を動かさずに刺激を観察すること、および反応はで

きるだけ正確かつ速やかに行うことを教示した。テス

ト刺激呈示後スイッチが押されるまでの時間を1 ms
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単位で測定した。

手続き　被験者の半数は左手で、残りの半数は右手

で反応した。また.,被験者の半数では緑が注目色、残

りの半数では赤を注目色とした。反応手と注目色は同

じ被験者では一定とし、実験の途中で変更することは

なかったO被験者の半数は最初に単純探索課題を、そ

の後複合探索課題を実施した。残りの半数では、課題

の実行順序を逆にしたO単純探索課題では各負荷条件

につき1系列(192試行)実施し、その順序はランダ

ムとした。複合探索課題においては、各負荷条件につ

き2系列を実施した。実施順序はランダムとしたが、

同じ負荷条件の2系列は、連続して実施した。

脳波の記録と分析　銀・塩化銀電極を用い、両耳采

連結を基準電極として、 Fpl、 Fp2、 F3、 F4、 C3、

C4、 P3、 P4、 01、 02、 F7、 F8、 T3、 T4、 T5、

T6、 Fz、 Cz、 Pz、 Ozから脳波を導出したO　さらに、

右限席上から垂直眼球電園(EOG)を、左右眼寓外側

間で水平EOGを記録し、除きと眼球連動をモニター

した。脳波とEOGは、生体用アンプ(BIOTOP-6R12,

NECメディカルシステムズ)を用いて、帯域通過周

波数0.05-60Hzで増幅したo増幅した脳波とEOGは、

シグナルプロセッサ(DP-1200, NECメディカルシ

ステムズ)を用いてオンラインでAD変換(サンプリ

ング周波数は200Hz)し、変換後のデータを光ディス

クに保存した。

刺激呈示前100msの平均電位をベースラインとし

て、各試行における脳波とEOGの振幅を算出した。

分析区間は、標的波形については刺激呈示後1200 ms、

非標的波形については同じく1000msまでとした。誤

反応およびいずれかのチャンネルで±100!∠Ⅴ (水平

EOGでは±30〃Ⅴ)以上の振幅を記録した試行を除き、

単純探索課題においては刺激の種類(標的,非標的)

×負荷(3)の6条件、複合探索課題においては刺激の種

辛(AT, AN, IT, IN) ×負荷(3)の12条件別に加算

波形を求めた。

結果の分析には繰り返し測度の分散分析を用いた。

分散.共分散の非等質性によるタイプIエラー確率の

増加を避けるために、必要に応じてGreenhouse &

Geisser (1959)のCで自由度を調整した。有意水準

は5%としたo多重比較には、テユーキーのHSD検

定を用いた。

結　　果

反応時間と誤答率　複合探索課題における無視色刺

激を除き、条件別反応時間の平均値とミス率および

フォールス・アラーム(FA)率を被験者ごとに求めた。

8名の被験者について平均した結果をTable lに示す。

反応時間について、課題(単純,複合) ×負荷(C2,

P2, P6)の分散分析を行った結果、課題(F(l,7)

-6.43, p<.05)と負荷の主効果(F(2,14) -39.99,

・-0.960, *<.001)が有意であったO反応時間は

単純探索課題よりも複合探索課題で長く、 C2条件や

p2条件よりもp6条件で長かった。ミス率を開平変

換した値について同様の分析を行ったところ、負荷の

主効果(F(2,14) -35.36, e-0.878,ク<.001)

のみが有意であり、ミスはC2条件やP2条件よりも

p6条件で多かった。 FA率を開平変換した値につい

て同様の分析を行ったところ、有意な主効果、交互作

用は得られなかった。

IT刺激に対するFA率は、 C2条件(1.05%)が

P2 (0.26%)およびp6条件(0.53%)よりも大きかっ

た。 IN刺激に対するFA率はすべての条件で0.2%以

下であった。無視色刺激に対して誤反応をした被験者

は少数であったので、統計的検定は行わなかった。

Table 1 Performance Data as a Funcion of Task and

Display Load

TaskDlsPlayReactionTime(ms)
Load

S56.S　(66.4)　2.6 1  (3.47) 0.61　(0.58)

simple P2　　　594.1 (84.5)　　　　(6-41)　・05　(1.30)
P6　　　　743.1

628. 5　(6 1.0)　　.63　(2.45) 0,53　(0.721

Combined P2　　　　　　(58.9)　4.70　(4.56)　1.23　(1.48)

731.1  (53.7)　21.89　(12.45)　1-23　(0.82)

Note. Values enclosed in parentheses represent SDs.

標的刺激に対するERP Figure lに、 Pzで記録さ

れた標的刺激に対するERPを示す。図の上側が単純探

索課題の標的刺激に対するERP、下側が複合探索課題

のAT刺激に対するERPで、それぞれ負荷条件の異な

る3つの波形を重ね書きしてある。これらのERPでは、

pz最大に分布し、他の刺激に対するERPには出現しな

い、大きな陽性シフト(P3b)が出現した。

pzで記録されたERPについて、刺激呈示後300-

1200ms区間において最大の陽性電位を示した点を

p3b頂点と定め、その潜時と振幅を測定した。 8名の

被験者について平均した結果をTable 2に示した。ま

ず潜時に関する分散分析の結果、課題の主効果が有意

(Wl,7) -7.40,ォ<.05)であり、複合探索課題の

p3b潜時は、単純探索課題に比べて長かった。負荷の

主効果も有意(F(2,14) -16.33, g -0.878, pK.OOl)

であり、 p6条件のP3b潜時は、 C2条件およびp2

条件よりも長かった。交互作用は認められなかった。

p3b振幅についても同様の分析を行ったが、すべての

主効果、交互作用は有意でなかった。
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Table 2 The Peak Amplitudes and Latencies of P3b of

TargeトERP at Pz as a Funcion of Task and

Display Load

TaskDisplayA^j^e([lV)Latency(ms)
Load

591.9　(92.01

637.5　(149.8)

792・　(200.7)

670.0　(156.0)

685.0　(196.9

796.9　( 1 72. 6)

15.0　　　　5.1

14.3　　　　6.0

1 1.8　　(6.0)

(5.3)

ll.1　(5.4

(5.8)

C2

P2

三重
C2

P2

IS-

Simple

Combined

Note. Values enclosed in parentheses represent SDs.

Figure 1. Grand averaged ERPs at Pz to targets in a

simple search task (upper panel), and to attended

targets in a search task combined with selection by

co一or (lower panel). ERPs for three disp一ay load

conditions (C2: real lines, P2: chain lines, P6: dotted

lines) are superimposed.

非標的刺激に対するERP Figure 2に、単純探索

課題における非標的刺激および複合探索課題における

AN刺激に対するERPを示す(一部の部位のみ)。単純

探索課題(Figure 2の左側)では、全体的に見て、 C2

条件とp2条件の波形はよく似ており、 p6条件のERP

が他の2条件と異なるように見える。刺激呈示後1000

msを40msごとに区切って区間平均電位を求め、負

荷に関する1要因分散分析を部位ごとに行った結果

(F値等の記述は省く)から判断すると、 ozでは刺激

後200ms前後から負荷効果が現れ、それが潜時800

msあたりまで持続する。 3条件の波形が最も分離し

ている400-440ms区間で調べても、平均振幅は、 C2

蝣蝣P2 >P6 (>は右側の条件がより陰性であることを示

す)であった。 Czでは、刺激後200-240ms区間で負

荷効果があり、振幅はP2-C2>P6となった。また、

潜時360-600msの区間でも有意な負荷効果があり、

振幅はC2-P2>P6であった。 Fzではほとんど負荷

効果は観察できず、 480-520ms区間で有意な負荷効

果が得られたのみであった。 Fplの波形を見ると、他の

部位とは逆に、 P6条件の波形が他の2条件よりも陽性

であるように見える。これは統計的にも有意で、潜時

360-840ms区間の平均振幅は、 P6>C2 - P2であった。

複合探索課題におけるERP (Figure 2中央)では、

負荷効果の現れ方がやや異なる。まず、 ozでは、負荷

効果　C2 -P2>P6)の出現するのがこ、刺激後約600

ms後で、それが分析区間終了まで持続している0 -

方czでは、 440-720 ms区間で有意な負荷効果がある。

単純探索課題ではほとんど負荷効果の無かったFzで

も、 480-680ms区間で有意な負荷効果が認められた。

波形を見ると、 3つの負荷条件間に差があるように見

えるが、統計的にはC2とp2条件間に差は認められな

かった。また、図には示していないが、前頭部の広い

範囲で、 300-400ms区間のERPは、 p6条件において

他の2条件よりも陽性であった。この区間では、 F3お

よびF8のERPは、 p6>C2>P2であった。

単純探索課題のCzで得られた潜時200-240 ms区間の

負荷効果は、複合探索課題では認められなかった。こ

の効果についてさらに詳しく調べるため、単純課題の

標的刺激と非標的刺激、複合探索課題のAT刺激、 AN

刺激、 IT刺激、 IN刺激のそれぞれに対するCzのERP

の200-240ms区間の平均電位を求め、負荷に関する1

要因分散分析を行った。その結果、有意な負荷効果が

認められたのは単純探索課題の非標的刺激に対する波

形だけであった。 IN刺激に対するERP (図示していな

い)について区間平均電位に基づいて負荷効果に関して

分析したところ、 Fz、 F3、 F4では、 360-400ms区間で、

p6条件の波形が他の2条件よりも陽性であった。

SN波のトポグラフイ　探索課題の性質の違いによ

るERP上の視覚負荷効果の違いを調べるために、両課題

のP6-C2条件間で差波形を計算し、 Figure 2の右側に

示した。 SN波の頭皮上分布の違いを視覚的に示すため

に、全部位の差波形の区間平均電位(単純探索課題で

は350-450 ms、複合探索課題では500-600 ms区間)に

基づいて等電位園(トポグラフイ)を求め、 Figure 3の

上側に示した。単純探索課題ではSN波が後頭部やや右

半球寄りで優勢であるのに対し、複合探索課題では、

その分布が中心部から前頭部優勢に変化したことがわ

かる。なお、 SN波の頭皮上分布の違いは、統計的にも

確認することができた。トポグラフイ作成に用いた20

部位の平均電位を規準化(McCarthy & Wood, 1985)

した債について、課題×部位の分散分析を行ったところ、

交互作用が有意IF(19,133) -3.50, e -0.140,

<.05)であった。
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Figure 2. Grand averaged ERPs at five electrode sites (Fpl, Fz, Cz, Pz, Oz) to non-targets in a simple search task (left

panel) and to attended non-targets in a search task combined with selection by color (middle panel). In these panels

ERPs for three display load conditions are superimposed. In the right panel, difference waveforms in two search tasks

obtained by subtracting ERPs for C2 condition from ERPs for P6 condition are depicted.

考　　察

本研究は、異なる実験の結果の比較から推測した、

課題の性質によるSN波の頭皮上分布の違いを同一被

験者で確かめるE的で実施した。 Figure 3に示すよ

うに、単純探索課題では後頭部、後部側頭部から頭頂

部にかけて優勢であったSN波は、複合探索課題にお

いては中心部から前頭部にかけて大きく出現するよう

になった。この変化がSN波に基づくものであり、標

的波形に顕著に現れるP3bによるものではないこと

を示すために、各課題のP6条件で記録された標的波

形の600-800 ms区間の平均電位に基づいてトポグラ

フイを作成し、 Figure 3の下側に示した。これを見

ると、 p3bの分布は、単純探索課題、複合探索課蓮

ともに頭頂部優勢で、非常によく似ている。

本研究の第2の目的は、視覚負荷効果に混在してい

た、空間的注意の範囲と探索対象数という2つの要因

を分離し、それがSN波に及ぼす影響を調べることで

あった　C2-P2条件間に振幅差は認められず、この

波は、空間的注意の範囲ではなく、探索対象となる刺

激の数によって変動した。
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Figure 3. Scalp distributions of the search-related negativities (upper panel) and P3b (lower panel) in a simple search

(left) and a search task combined with selection by color (right).
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Figure 4. Individual differences of the topography of search-related negativities. In four of eight subjects (alternate

type), pariet0-00cipital distribution in a simple search task changed into centro-frontal distribution in a search task

combined with selection by color. Two of eight subjects (consistent type) showed very similar display load effects

between two tasks.
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sN波の振幅は、探索対象数によって変動し、その

頭皮上分布は、色に基づく選択課題の付加によって変

化することが明らかになった。無視色刺激に対する

ERPには、負荷に伴う陰性シフトが観察されなかっ

たことから、この頭皮上分布の変化は、色情報に基づ

く初期選択過程の有無が原因であると考えられる。こ

れらの結果は、視覚探索の過程には、性質の異なる少

なくとも2つの処理過程が関わっていることを示唆す

る。一つは、後部領域で優勢な電位変化に反映される

処理過程、もう一つは、中心部から前頭部にかけて出

現する電位変化に反映される処理過程である。これら

の処理過程について、富谷(1998)は、ワーキングメ

モリの概念(Baddeley, 1986)を用いて、以下のよう

に考察している。

Mecklinger, Kramer, & Strayer (1992)は、記憶負

荷に伴って中心部に発達する陰憧電位はワーキングメ

モリにおける処理容量を反映すると考えている。ワー

キングメモリは、単一のシステムではなく、音声的符

号に基づいた言語的情報の一時的保持と処理を行う音

韻ループ、視空間的材料を何らかの画像的コードに

よって保持、処理を行う視空間スケッチパッド、およ

びこれら2つの下位システムの働きを調整し、協調的

に機能させる役割を担う中央実行系の3つから構成さ

れると想定されている。頭皮上分布の異なる2つの

sN波は、ワーキングメモリの音韻ループと視空間ス

ケッチパッドの活動を反映している可能性がある。聴

覚刺激を用いた記憶探索課題(Okita, 1989)でも中

心部優勢な分布を示すsN渡が報告されていることか

ら、中心部から前頭部にかけて優勢なSN波は、刺激

の音声的符号に基づく探索過程(音韻ループの働き)

を反映していると考えられる。また、後頚部から頭頂

部、後部側頭部に出現する電位は、その分布が視覚系

の腹側経路と背側経路(藤田, 1994)に一致すること

から、視覚的符号に基づく探索過程(視空間スケッチ

パッドの働き)を反映していると考えられる。

ワーキングメモリの2∵つの下位システムとの対応づ

けによって、たしかに本研究におけるSN波の頭皮上

分布の変化を説明できるO刺激の一時的表象と標的の

表象との比較照合が主として視覚的符号によって行わ

れる場合には、視空間スケッチパッドの活動を反映す

る後部部位優勢なSN波が出現する。ところが、文字

探索課題が色による選択課題と組み合わされると、初

期選択過程の存在によって比較照合過程の開始が遅延

する。そのた捌こ、呈示時間が短い実験事態では視覚

的符号の利用が困姓となり、音声的符号に依存する度

合いが増し、中心部から前頭部にかけても大きなSN

波が出現するようになる。

sN波の頭皮上分布を参加者ごとに調べると、課題

によって分布が変化する者(8名中4名, Figure 4

の上側)と、変化しない者(2名,下側)がいること

がわかった。 SN波の頭皮上分布の違いを、探索で用

いられる符号の種類の違い、あるいはワーキングメモ

リの下位システムの利用方法の違いと考えれば、

ERP指標によって情報処理における個人差の問題に

アプローチすることも可能である。

しかし、 SN波とワーキングメモリの下位システム

との関係を直接支持する実験データはまだない。ワー

キングメモリの活動を反映すると考えられるERP変

化として、現在のところ、心的回転課題を遂行中の後

部部位優勢な陰性電位(Peronnet & Farah, 1989 ;

Ruchkin, Johnson, Canoune, & Ritter, 1991 ; Stuss,

Sarazin, Leech, & Picton, 1983)や、言語刺激を用い

た遅延見本合わせ課題のSl刺激に対して出現する左

半球前頚部の准徐な陰性波(Ruchkin, Berndt,

Johnson, Ritter, & Canoune, 1997)、非関連スピーチ

効果や音韻類似性効果による、聴覚刺激に対する

ERP　の変動(Martin-Loeches, Schweinberger,

sommer, 1997)などが報告されている。これらの電

位変化と本実験のSN波との関連は明らかでないが、

さまざまなワーキングメモリ課題で記録されるERP

変化の関係を今後検討することで、 SN波の反映する

心理的過程や、ワーキングメモリを支える脳内活動に

ついての知見が得られるであろう。

なお、本研究では、 SN波とは異なる視覚負荷効果

が得られた。すなわち、前頭前部から前頭部領域の

ERPは、負荷が大きいほど陽性方向にシフトした。

この負荷効果は、刺激の種類に関わらず、無視色刺激

ERPにおいても現れている。このような陽性シフトは、

Ruchkinetal. (1995)も報告しており、課題の性質

に関わらず、課題が困難になるにしたがって生じる現

象であるかもしれない。
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